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循環器分野の医療材料･機器共同仕入事業で合弁会社設立 

 
三菱商事株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長 小島 順彦）と循環器分野に
おける国内最大規模のディーラーグループである株式会社 UMC（本社：東京都新宿区、代
表取締役社長 古川 光範）は、循環器分野の医療材料･機器共同仕入・物流事業を展開する
ために株式会社プロキュアを 2月 9日に設立し、4月から本格営業を開始致します。 
 
 
新会社の概要 

新会社は、三菱商事のヘルスケア事業ネットワーク及び IT・物流・金融ノウハウと UMC
の持つ循環器分野での豊富な実績と強固な販売力を活用し、全国の循環器ディーラーを会

員化した国内では初めての本格的な共同仕入事業会社です。医療材料・機器の国内市場規

模は約 2兆 6400億円で、このうちおよそ 1兆 6000億円程度が日々流通する循環器や整形
分野を含む医療材料です。まずは市場規模の大きい循環器分野から取り組み、医療材料･機

器のディーラーをまとめた共同仕入・物流を通じて業界の効率化を支援し、医療産業の発

展に貢献します。引き続き、整形外科分野ほかにも参入する予定で、初年度は UMCグルー
プ傘下のディーラー既存商権を活用することにより、売上 300億円からスタートし、3年後
には 1000億円の売上を目指します。 
資本金は 2.3億円で、三菱商事が 65％、UMCが 35％を出資し、代表取締役には、三菱商
事ヒューマンケア事業本部の安部幸爾が就任致します。 
 
新会社の発足背景・経緯・その市場 

わが国では、国立病院や労災病院の独立法人化等を契機に医療機関の経費削減要請は強く、

また近年の診療報酬マイナス改定等による医療材料・機器の急激な価格下落により、ディ

ーラーにおいても経営の合理化が求められております。 
本年 4 月施行予定の改正薬事法では、循環器分野をはじめとする高度管理医療機器につい
て、商品のトレーサビリティーなど従来に比べ非常に厳しい販売管理体制を要求されます。

同分野の販売ディーラーは中小規模のディーラーが多く、上述の情報化・販売管理コスト

は上昇が見込まれ、各ディーラーは更に厳しい経営環境に直面することが予想されます。 
 



UMCは、平成 16年 8月に循環器分野の大手有力ディーラーである㈱ホクシンメディカル
（兵庫県神戸市）を中心に、アイペックホールディング㈱（宮城県仙台市）、㈱バイタル（東

京都港区）、㈱アクティブメディカル（東京都文京区）、CTM㈱（愛知県名古屋市）の 5社
が、共同事業推進のために設立した会社です。同社は発足以来、厳しい経営環境の中で、

三菱商事と全国に分散する中小規模ディーラーの情報・物流・販売システムの一元化につ

いて検討を重ねてきました。 
 
各メーカーにおいても、全国販売ディーラーとの受発注業務の効率化、物流の効率化が問

題になっています。新会社は、これらの販売ディーラー及びメーカーがそれぞれ抱えてい

る問題に対し、双方に問題解決策を提供する機能を持つことになります。また、各医療機

関に対しても、商品の安定供給や適正な物品管理により医療の安全性向上に寄与すると共

に、経済面においても医療機関の経営改善に貢献することを目指します。 
 

 

【新会社概要】 

会社名：          株式会社プロキュア 

設立年月日：      平成 17年 2月 9日 

  営業開始：        平成 17年 4月予定 

  資本金：          2億 3千万円 

  代表取締役：      安部 幸爾 （あべ  こうじ） 

  所在地：          東京都目黒区下目黒一丁目 8番 1号          

  事業内容：        循環器医療材料･機器の共同仕入・物流・販売 

   

【関連会社概要】 

   会社名：         株式会社ＵＭＣ  

   設立年月日：     平成 16年 9月 

   資本金：         8千万円 

   代表取締役：     古川 光範（ふるかわ みつのり） 

   所在地：         東京都新宿区新宿一丁目 6番 8号 

   事業内容：       循環器医療材料･機器販売業ほか 

 

   会社名：         株式会社ホクシンメディカル 

   設立年月日：     昭和 62年 7月 

   資本金：         1千万円 

   代表取締役：     古川 光範 

   所在地：         兵庫県神戸市灘区都通五丁目 2番 9号 

   事業内容:        循環器医療材料･機器販売業ほか 
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